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いことが明らかになっている（例：フォイエルバッハ ，1991）。   
子どもの言語獲得には，その子どもを取り囲む環境の要因が大きい。子どもにとっては生ま  
れ育った地でその地の言葉を覚え，さらにその言葉が両親の母語であれば獲得が容易である。  
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らの家庭で使用する言語は3パター ンがある 。1．家庭内では中国語，家庭外では日本語，2．  




述べたパターン1． 家庭内でほ中国語，家庭外では日本語，2．家庭内では中国語と日本語混  
用，家庭外では日本語という環境は中国語を学習するに適した環境があると考えられる。   
次に学習児の年齢の問題がある。劉（1995）は中国語を第2言語として習得する子どもの事  
例研究をし，中国語を正しく使えるようになるのは子どもが3歳ころになって，二言語を使用  















－85－   
京都大学大学院教育学研究科紀要 第46号   
語嚢レベルの二言語の分離：二言語 の同義語で表現することができる段階，3．「一人の人間は  
一つの言語で」：二言語の語嚢量が次第に均衡になる段階，の3段階区分のように，年齢によっ  
て順序に発達してくる。この三つの段階を経て，語嚢システムも統語システムも分離された二  









的に名詞類より，変動しやすいと説明し，名詞優位説を主張する。   
小椋，吉本，坪田（1997）の研究では，日本語獲得児が母親の言語入力が動詞優位であるに  
もかかわらず，英語圏の子どもと同じ名詞優位であるという結果が得られた。また，日本語獲  




割合が少ない。これは日本語のオノマトペが英語に比べ， 語彙として体系化されている（スコ  
ウラップ，1993）という日本語自身の要因も関係していると考えられる。   
本稿では日本在住の母が中国人であるその子どもに日本語を習得させると同時に中国語をも  
習得させることは，中国在住の中国人の子どもに中国語を習得させることとはどのような違い  
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許：子どもの二言語同時習得における言語的認知要田と環境要田の検討  
仮説   
1．乳児期の比較的早期の段階から二言語を併用して聞かせることは，のちに言語獲得年齢  




























結  果  
まず，仮説1の「乳児期の割り合い早期の段階から二言語を併用して聞かせることはのちに言語  
獲得年齢になる時，二言語を併用すること（産出二言語）が可能になることに大いに関わる」に基  
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京都大学大学院教育学研究科紀要 第46号   
づいて，T児の19ヵ月までの間に，産出できるようになった日本語と中国語の語彙をTablelに示す。   
T児の語彙獲得状況ほ，全体的に日本語の語彙のはうが産出が早い。中国語の産出は日本語  
と同音，あるいははぼ同音の語桑を除いて，日本語の31語に対して，たった7語（投有，亭，  
再見，魚，馬，汽車，看看）だけである（Tablel）。   
日本語のオノマトペをそれ以外の語嚢より早く理解し，早く産出する特徴が見られた。また，  
日本語のオノマトペ（中国語と同音，あるいはほぼ同音の語彙を除いて）の獲得は同意昧の中  
国語と比べ，理解段階においても平均2ヵ月以上早くなっている。   
また，T児は親の言語入力が動詞優位であるにもかかわらず，日本語の語彙に名詞が圧倒的  




Tabtel T児の日本語と中国語の産出と理解できた語彙  
T児の発音  日本語  月齢  中国語  月齢  
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帽子（mao zi）  
一丁 一丁  
ネソネ＊  
ワ ン′ワ ン′   
ノ’ヽ ハ  
ブブ（お茶）  
ニ ャ‾ニャ‾  
カぐ－ガー  
コッコ（にわとり）  
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球（qiu）   
汽車（qiche）   
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十 日本語  
瑚00帥 中国語  
15カ月 16カ月 17カ月 18カ月 19カ月  
Fig．1 T児の日本語と中国語の産出語彙量  
Table2 T児において産出できないが理解できる日本語と中国語の語彙  
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京都大学大学院教育学研究科紀要 第46号  
Y児の中国語の産出語嚢では父，母を除く人物の名称，たとえば，日本語で当てはめると  
「ジージ，バーバ， 弟，おばちゃん」に当たるものが割合早く獲得された。中国語の産出語彙を  
品詞で分類すると，名詞が圧倒的に優位であるという特徴が見られた。名詞は動物の名称をあ  




Table3 Y児とT児の中国語語彙の獲得状況  
























































註（）内の数字はその語彙が中国語で理解できる月齢をあらわす  ＊は述語である  
－90－   







十 丁児  
皿磯祀㈱皿  Y児  
15カ月 16カ月 17カ月 18カ月 19カ月  









†    T児の日本語  
醐醐棚磯柵瞞㈱  Y児の中国語  
15カ月 16カ月 17カ月 18カ月 19カ月  
Fig．3 Y児の中国語とT児の日本語の産出語彙量  
また，T児の場合，17～18ヵ月に，中国語で質問されるのに対して日本語で返事する会話が  
顕著になっていたが，19ヵ月に入ってから日本語と中国語混用で返事する会話が見られた。次  
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京都大学大学院教育学研究科紀要 第46号  
ママ，ママくっく（母のくつを指して，「ママのくつ」の意味）  
例3 （場面：お風呂場でおもちゃのアヒルを遊んでいる時。アヒルの目はお湯にかかった  
ら，目玉の黒いところが白くなる。19ヵ月）  
母 ：鴨子的限晴有没有（あひるさんの目がある）？  











et al．（1997）の研究で日本人乳児が6ヵ月時「r」と「1」の違いが聞き分けできると類似  
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許：子どもの二言語同時習得における言語的認知要因と環境要田の検討   
（1999）研究の50語にはまだ達していない（小椋，1999の研究では被験児の月例ほ12～21ヵ月で  
ある）。しかし、T児の産出した37語はほぼ小椋の研究の50語に含まれている語彙である。また，  


























語の産出が促進されることが期待できるだろう。   
本研究の結果ほ仮説1の「乳児期の比較的早期の段階から二言語を併用して聞かせることは  
のちに言語獲得年齢になる時，二言語を併用すること（産出二言語）が可能になることに大い  
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一方，オノ マトぺの使用の少ない英語圏や中国語圏の子どもは語桑の参照範囲が広く，語嚢の  
獲得に有利であると考えられる。本研究は事例研究であるため，被験児丁児とY児の中国語の  
産出語彙の不均衡がオノマトペによるかどうかははっきりしない。オノマトペの使用は語嚢獲  






－94－   


















フォイエルバッハ，A．Ⅴ．中野善達・生和秀敏（訳）1991カスバー・ハウザー  福村出版   
林 安紀子1999 声の知覚の発達，桐谷 滋（編） ことばの獲得 ミネルヴァ書房   
Kuhl，P・K・，Deguchi，T．，Hayashi，A．，Stevens，E．，Dugger，C．，Iverson，K．1997Effectsof  
languageexperienceonspeechperception：American andJapaneseinfants’perception  
Of／1a／ra／．AbstractsubmittedforFall1997ASAmeetinginSanDiego．   
劉 郷英1995 中国語と日本語の二言語環境における1歳から3歳までの幼児の言語発達 京都大学  
教育学部紀要 41，217－228．   
小椋たみ子・吉本祥江・坪田みのり1997 母親の育児語と子どもの言語発達，認知発達 神戸大学発  
達科学部研究紀要 5（1），1－14．   
小椋たみ子1999 語彙獲得の日米比較，桐谷 滋（編） ことばの獲得 ミネルヴァ書房  
スコウラップ，R．1993 日・英オノマトペの対照研究 月刊言語 22（6），48－55．   
Tardif，T．1996Nounsarenotalwayslearnedbeforeverbs：eVidencefromMandarinspeak－  





ー95－   
